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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期
第１四半期
連結累計期間

第74期
第１四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 3,343,792 4,032,330 13,060,962

経常利益 （千円） 134,586 719,899 226,109

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 81,049 513,916 132,784

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 106,435 495,555 207,565

純資産額 （千円） 8,950,505 9,462,554 9,051,588

総資産額 （千円） 14,941,230 16,156,833 14,252,547

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 9.58 60.75 15.70

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.9 58.6 63.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、当第１四半期連結累計期間における新型コロナウイルス感染拡大の影響は、「２　経営者による財政状態、

経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(1）財政状態及び経営成績の状況」に記載のとおりですが、今後の

経過によっては当社グループの財政状態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における日本経済は、昨年２月に日本国内でも顕在化した新型コロナウイルス感染症

に終息の兆しが見えず、景気低迷局面が継続いたしました。政府は４月５日以降もまん延防止等重点措置と緊急事

態宣言を再三全国の大都市圏に発出しましたが、感染防止の切り札と期待されたワクチン接種が供給不足により当

初予定を大幅に遅れることとなり、感染防止に歯止めがかかりませんでした。

　終わりの見えない感染拡大状況下、政府による度重なる全国規模での人の移動、外出の自粛要請により輸送業、

観光業、外食産業は引き続き厳しい状況にありますが、一方巣ごもり需要を取り込んで好決算となる業界も出てき

ており、日本経済全体はまだら模様の様相を帯びてきております。

　鶏卵業界におきましては、コロナ禍による業務用鶏卵需要は引き続き低迷しているものの、昨年11月に発生した

鳥インフルエンザ感染拡大に伴う900万羽を超える採卵鶏の淘汰による鶏卵供給力低下から相場は今年２月以降上

昇に転じ、現在まで高値で推移しております。当第１四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年６月30日）に

おける鶏卵相場の北海道Ｍサイズ平均は１キロ253円25銭（前年同四半期比75円13銭高）、東京Ｍサイズ平均は１

キロ253円03銭（同76円59銭高）となりました。

　この様な環境のもと当社グループにおきましては、道内業務用鶏卵需要の落ち込みを東北、首都圏向け販売拡大

でカバーするとともに、新市場として香港への鶏卵輸出を開始いたしました。これらの取り組みの結果、販売重量

は前年同四半期比2.6％の増加となりました。

　利益につきましては、飼料価格が前年同四半期比で大幅に上昇したものの、卵価相場が高値推移したことなどか

ら、前年同四半期比で大幅に増益となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は4,032,330千円（前年同四半期比20.6％増）となり、

営業利益は697,169千円（前年同四半期比523.9％増）、経常利益は719,899千円（前年同四半期比434.9％増）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は513,916千円（前年同四半期比534.1％増）となりました。

 

①資産

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は前連結会計年度末に比べて1,904,285千円増加し16,156,833

千円となりました。

　流動資産は前連結会計年度末に比べて1,526,243千円増加し4,911,732千円となりました。これは、主として現

金及び預金が1,173,553千円、受取手形及び売掛金が141,255千円それぞれ増加したこと等によるものです。

　固定資産は前連結会計年度末に比べて378,041千円増加し11,245,100千円となりました。これは、主として有

形固定資産のその他が511,723千円、無形固定資産が55,647千円増加した一方で、有形固定資産の建物及び構築

物が128,204千円、機械装置及び運搬具が76,689千円それぞれ減少したこと等によるものです。

②負債

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は前連結会計年度末に比べて1,493,319千円増加し6,694,278千

円となりました。

　流動負債は前連結会計年度末に比べて1,106,645千円増加し4,321,437千円となりました。これは、主として買

掛金が185,282千円、短期借入金が300,000千円、未払法人税等が173,176千円、その他が474,477千円増加したこ

と等によるものです。

　固定負債は前連結会計年度末に比べて386,673千円増加し2,372,840千円となりました。これは、主として長期

借入金が309,020千円増加したこと等によるものです。

③純資産

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は前連結会計年度末に比べて410,965千円増加し9,462,554千

円となりました。これは、主として利益剰余金が429,327千円増加したこと等によるものです。
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(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

　コロナ感染症が今後の当社の経営成績に与える影響につきましては、デルタ株の感染拡大が進んでいる状況下、

鶏卵の業務用需要の回復を早期に見込むことは困難と判断しております。しかしながら当社の鶏卵販売における業

務用比率は比較的小さく、コロナ感染症の就職が遅れたとしても当社の販売全体に与える影響は限定的と判断して

おります。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,459,000 8,459,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 8,459,000 8,459,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2021年４月１日～

2021年６月30日
－ 8,459,000 － 1,055,000 － 754,215
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（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2021年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,456,600 84,566 －

単元未満株式 普通株式 2,400 － －

発行済株式総数  8,459,000 － －

総株主の議決権  － 84,566 －

（注）単元未満株式欄には、当社所有の自己株式48株が含まれております。

②【自己株式等】

    2021年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

　（注）上記以外に自己名義所有の単元未満株式48株を保有しております。

 

２【役員の状況】

該当事項ありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,395,633 2,569,187

受取手形及び売掛金 1,391,339 1,532,594

商品及び製品 68,263 79,476

仕掛品 12,246 15,866

原材料及び貯蔵品 143,704 143,205

その他 374,596 571,759

貸倒引当金 △295 △357

流動資産合計 3,385,488 4,911,732

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,214,107 7,085,902

機械装置及び運搬具（純額） 1,359,011 1,282,321

土地 1,355,280 1,355,280

その他（純額） 73,229 584,952

有形固定資産合計 10,001,627 10,308,456

無形固定資産 31,448 87,095

投資その他の資産   

投資有価証券 533,137 509,586

その他 300,846 339,963

投資その他の資産合計 833,983 849,549

固定資産合計 10,867,059 11,245,100

資産合計 14,252,547 16,156,833

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,030,771 1,216,054

電子記録債務 216,969 241,994

短期借入金 600,000 900,000

１年内返済予定の長期借入金 675,880 678,196

未払法人税等 78,082 251,258

賞与引当金 106,462 52,830

その他 506,626 981,104

流動負債合計 3,214,791 4,321,437

固定負債   

長期借入金 1,675,263 1,984,283

退職給付に係る負債 130,230 134,802

役員退職慰労引当金 81,950 77,477

資産除去債務 75,655 75,800

その他 23,068 100,477

固定負債合計 1,986,167 2,372,840

負債合計 5,200,959 6,694,278
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,055,000 1,055,000

資本剰余金 754,215 754,215

利益剰余金 7,069,112 7,498,439

自己株式 △34 △34

株主資本合計 8,878,292 9,307,620

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 173,295 154,934

その他の包括利益累計額合計 173,295 154,934

純資産合計 9,051,588 9,462,554

負債純資産合計 14,252,547 16,156,833
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

売上高 3,343,792 4,032,330

売上原価 2,903,650 2,837,008

売上総利益 440,142 1,195,321

販売費及び一般管理費 328,390 498,152

営業利益 111,751 697,169

営業外収益   

受取配当金 4,285 6,231

仕入割引 4,409 5,014

受取賃貸料 7,402 7,962

受取保険金 9,107 6,037

その他 2,069 2,538

営業外収益合計 27,275 27,785

営業外費用   

支払利息 1,930 2,401

賃貸費用 2,510 2,403

その他 － 251

営業外費用合計 4,440 5,055

経常利益 134,586 719,899

特別利益   

固定資産売却益 － 72

特別利益合計 － 72

特別損失   

固定資産除却損 8 520

その他 － 5

特別損失合計 8 525

税金等調整前四半期純利益 134,577 719,446

法人税、住民税及び事業税 53,528 205,529

法人税等合計 53,528 205,529

四半期純利益 81,049 513,916

親会社株主に帰属する四半期純利益 81,049 513,916
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

四半期純利益 81,049 513,916

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 25,386 △18,361

その他の包括利益合計 25,386 △18,361

四半期包括利益 106,435 495,555

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 106,435 495,555
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識基準に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」と

いう。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した

時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これ

により、従来は販売費及び一般管理費に計上しておりました運賃諸掛等の一部について売上高から減額してお

ります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高、販売費及び一般管理費はそれぞれ85,453千円減少します

が、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益について影響はありません。また、利益剰余金期首残高

に与える影響はありません。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める

経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記

載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、当該会計基準の適用

が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響）

　当社は、新型コロナウイルス感染症の影響が、当連結会計年度末に向けて緩やかに収束に向かうとの仮定の

もと、有形固定資産の減損損失及び繰延税金資産の回収可能性の判断を行っており、前連結会計年度の有価証

券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期など

を含む仮定について重要な変更はありません。

 

（鳥インフルエンザの影響）

　当社は、鳥インフルエンザの影響が、当連結会計年度末に向けて緩やかに収束に向かうとの仮定のもと、有

形固定資産の減損損失及び繰延税金資産の回収可能性の判断を行っており、前連結会計年度の有価証券報告書

の（重要な会計上の見積り）に記載した鳥インフルエンザの収束時期の仮定については重要な変更はありませ

んが、直近での鶏卵相場・販売活動の状況を鑑み、当第１四半期連結会計期間において繰延税金資産の回収可

能性の見直しを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

業績の季節的変動

　当社グループでは、鶏卵相場特有の季節的変動のため、利益が第３四半期連結会計期間に偏重する傾向にあり

ます。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年６月30日）

減価償却費 270,937千円 250,541千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日

定時株主総会
普通株式 84,589 10 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月23日

定時株主総会
普通株式 84,589 10 2021年３月31日 2021年６月24日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、鶏卵事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
 

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第１四半期連結会計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

 
鶏卵

食品 その他 合計
鶏卵 鶏糞肥料

外部顧客への売上高（千円） 3,968,704 2,234 61,367 24 4,032,330

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

１株当たり四半期純利益 9.58円 60.75円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 81,049 513,916

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
81,049 513,916

普通株式の期中平均株式数（株） 8,458,952 8,458,952

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（連結子会社との合併）

　当社は、2021年７月13日開催の取締役会において、当社100％出資の連結子会社である株式会社第一ポート

リーファームを吸収合併する決議を行い、同日付で株式会社第一ポートリーファームと吸収合併に関する契約

を締結いたしました。

 

１．取引の概要

(1)結合当事企業の名称及び事業の内容

結合当事企業の名称　　　株式会社第一ポートリーファーム

事業の内容　　　　　　　鶏卵の生産、加工

(2)企業結合日

2021年10月１日

(3)企業結合の法的形式

当社を存続会社、株式会社第一ポートリーファームを消滅会社とする吸収合併方式であります。

(4)企業結合後の名称

株式会社ホクリヨウ

(5)その他取引の概要に関する事項

　今後の意思決定の迅速化並びに管理・事務部門など組織運営の効率化などを図るとともに、コーポレー

トガバナンス・コンプライアンス・リスク管理の強化を目的として、同社を吸収合併することといたしま

した。

 

２．実施する会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支

配下の取引として会計処理を実施する予定であります。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年８月12日

株式会社ホクリヨウ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

札幌事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 板垣　博靖　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤森　允浩　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ホクリ

ヨウの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホクリヨウ及び連結子会社の2021年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
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認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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